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サンゴ礁に棲むサンゴ種の多くは渦鞭⽑藻（褐⾍藻）を細胞内共⽣させていて、必要な栄養の多くを

褐⾍藻の光合成に依存しています。サンゴと褐⾍藻の共⽣関係は⾼温に弱く、近年の地球環境変動に

伴う海⽔温の上昇により、サンゴが褐⾍藻を失って⽩化する現象が度々起こっています。サンゴの⽩

化感受性は共⽣する褐⾍藻種で異なり、サンゴは⾼温に適した褐⾍藻種を獲得することで、⾼温環境

適応できることが分かっています。しかし、海⽔中の褐⾍藻密度は低く、さらにサンゴと褐⾍藻の共

⽣には種特異性があるため、新たな褐⾍藻種を獲得して⾼温環境適応するのは容易ではないはずです。

我々は、環境変化に伴い、サンゴが新たな褐⾍藻種を獲得して環境適応する現象に興味を持って研究

を進めています。そこで、今回のセミナーでは、サンゴ GFP 由来の緑⾊蛍光による褐⾍藻の誘因機構

[1]と、サイズ依存的なサンゴと褐⾍藻の種特異性機構[2]を中⼼に、サンゴの環境適応機構について

解説したいと思います。 
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